
一橋論叢 第八十九巻 第三号　（42）

労
働
組
合
運
動
の
多
様
性

　
　
　
ー
フ
ラ
ン
ス
労
使
関
係
者
の
実
態
1

　
今
世
紀
初
頭
に
、
複
数
の
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
が
存
在
す
る

よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
労
使
関
係
シ
ス
テ
ム
と
労

働
争
議
は
複
雑
な
関
連
を
み
せ
つ
つ
推
移
し
て
き
た
。

　
筆
者
は
先
に
、
労
使
関
係
者
の
増
加
、
交
渉
段
階
の
選
択
及
び

個
別
主
義
の
三
要
因
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
動
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

の
背
景
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
第

一
の
要
因
を
各
段
階
の
労
働
組
合
等
の
組
織
の
増
加
及
ぴ
企
業
別

労
働
組
合
役
員
、
個
別
労
働
者
の
労
働
組
合
運
動
に
対
す
る
考
え

方
の
側
面
か
ら
主
と
し
て
と
り
あ
げ
、
そ
の
実
態
を
さ
ら
に
詳
し

く
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

企
業
別
労
働
組
合
と
企
業
委
員
会

平
　
　
井

和

秀

　
企
業
別
労
働
組
合
組
織
は
、
い
ち
じ
る
し
い
増
加
を
続
け
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

る
。
フ
ラ
ン
ス
労
働
省
統
計
に
よ
る
と
、
一
九
六
八
年
法
の
施
行

後
は
じ
め
て
調
査
の
実
施
さ
れ
た
一
九
七
〇
年
に
は
、
企
業
別
労

働
組
合
組
織
を
有
す
る
企
業
は
八
、
一
三
七
、
企
業
別
労
働
組
合

は
一
万
一
、
七
七
五
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
降
毎
年
持
続
的
増
加

を
続
け
、
最
新
の
結
果
が
得
ら
れ
る
七
八
年
に
は
、
企
業
数
二
万

一
、
三
二
三
（
七
〇
年
比
二
・
六
二
倍
）
、
組
合
数
三
万
五
、
二

ニ
ハ
（
同
二
・
九
九
倍
）
と
な
っ
た
（
一
企
業
当
た
り
一
．
七
組

合
）
。
　
一
九
六
八
年
法
の
規
定
上
、
企
業
別
労
働
組
合
の
組
織
が
可
能

な
企
業
の
う
ち
、
組
合
を
有
す
る
企
業
の
割
合
を
み
て
も
七
〇
年

の
二
七
・
五
％
か
ら
七
八
年
に
は
五
八
・
四
％
へ
と
増
加
し
て
い
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（43）労働組合運動の多様性

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
こ
の
割
合
を
七
八
年
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
み
る
と
、
産
業

別
に
は
、
鉱
業
及
ぴ
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
業
、
製
造
業
の
う
ち
重
工

業
、
化
学
工
業
、
金
融
保
険
業
な
ど
で
平
均
を
上
回
る
組
織
化

（
七
割
弱
程
度
）
が
進
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
建
設
業
、
製
造
業

の
う
ち
軽
工
業
、
卸
売
業
、
小
売
業
な
ど
で
は
、
ほ
ぼ
四
割
～
五

割
程
度
と
、
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
従
業
員
規
襖
別
に
は
、
五
〇
～
一
四
九
人
規
模
で
ほ
ぽ

半
数
の
四
八
．
四
％
、
一
五
〇
～
二
九
九
人
規
模
で
七
四
・
○
％
、

三
〇
〇
～
一
、
O
○
○
人
規
模
で
八
六
・
O
％
と
な
っ
て
お
り
、

一
、
O
〇
一
人
以
上
規
模
で
は
九
六
・
七
％
と
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

の
企
業
に
そ
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
企
業
別
労
働
組
合
数
の
大
幅
な
増
加

は
、
あ
ら
ゆ
る
労
働
組
合
組
織
に
つ
い
て
、
一
偉
に
生
じ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。

　
一
九
六
八
年
法
は
、
C
G
T
，
C
F
D
T
，
C
G
T
－
F
O
（
以

下
本
文
及
ぴ
表
等
に
お
い
て
F
O
と
略
記
）
、
C
F
T
C
及
ぴ
C

G
C
の
五
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
に
加
盟
す
る
組
織
に
っ
い
て
は
、

加
盟
の
事
実
を
も
っ
て
企
業
別
労
働
組
合
の
要
件
の
一
つ
で
あ
る

代
表
性
を
有
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
ナ
シ
冨
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

（
C
S
L
，
C
G
S
I
，
U
C
T
等
）
に
加
盟
す
る
組
織
に
つ
い

て
は
、
企
業
内
に
お
け
る
そ
の
代
表
性
が
所
定
の
手
続
に
従
っ
て

明
ら
か
に
さ
れ
た
場
合
、
同
法
に
い
う
企
業
別
労
働
組
合
と
し
て

認
め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
企
業
内
労
働
組
合
を
加
盟
ナ
シ
冒
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
別

に
み
る
と
、
七
八
年
に
お
い
て
五
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
が
全
体

の
九
四
％
強
を
占
め
て
い
る
（
第
一
表
）
。
中
で
も
C
G
T
は
約

四
〇
％
と
最
も
大
ぎ
な
割
合
を
示
し
て
い
る
が
、
長
期
的
に
は
組

合
数
と
し
て
は
増
加
を
続
け
た
も
の
の
全
体
に
占
め
る
割
合
は
減

小
し
て
お
り
、
一
方
F
0
，
C
F
T
C
，
C
G
C
で
は
、
組
合
数
、

全
体
に
占
め
る
割
合
と
も
増
加
を
続
け
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
企
業
別
労
働
組
合
の
最
近
一
〇
年
間
に
お
け
る
伸

ぴ
と
、
上
部
加
盟
団
体
別
に
み
た
組
織
分
野
の
変
動
に
並
び
、
企

　
　
　
＾
4
〕

業
委
員
会
に
お
け
る
労
働
組
合
代
表
の
状
況
に
も
、
類
似
し
た
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

き
が
生
じ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
労
働
省
統
計
に
よ
る
と
、
最
新
の

結
果
が
得
ら
れ
る
七
八
年
に
お
い
て
、
委
員
の
選
挙
又
は
改
選
が

行
わ
れ
た
委
員
会
数
は
一
万
六
、
六
八
九
、
う
ち
結
果
に
つ
い
て

労
働
省
に
回
答
が
あ
り
集
計
対
象
と
な
っ
た
委
員
会
数
は
一
万
二
、

　
　
　
　
　
＾
6
）

四
〇
五
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
、
委
員
立
候
補
者
の
所
属
す
る
労
働

組
合
団
体
別
に
、
得
票
割
合
及
ぴ
当
選
委
員
数
割
合
に
つ
い
て
み
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一橋論撞　第八十九巻　第三号　（44）

嚢甚竺き右萎養き套
㍊；妻養嘉萎欝芋．三
’　’　’補合

当五三者の
選ナ四及水
委シ％ぴ準
員目で当は
数ナあ選　’
でルる者い
もセこのず
、ンとそれ
そタをれの
れ1反ぞ労ぞの映れ働
れ中しの組
五でて全合
割は第体団
近　’一に体
くC表占に
をGのめも占丁水る所
めが準割属
’得よ合し

第1表上部加盟団体別企業別労働組

　　合の全体に占める割合の動向〔％〕

。合のナ
　は投シ
　六票’目

　一総ナCGT
　・数ノレCFDT
　二にセ
　％示ン
　（めタ
　同る　1
　二割の1
　九合得
　．　　　面
　　がホ
　七＝率CGSI
ε不呈その他
と五八
な　％　二　（企業別労働組合総数）

つ　）　一
て　’％
い当（
る選う

上部加盟団体 11970年 1978年
計 100．O 100．0

C．G，T． 44．5 39．9

C．F．D，T． 25．5 24．1

F．O． 10，2 12．9

C，F－T．C． 4，3 5．4

C．G．C． 10．0 12．2

〔以上小看十〕 〔94．5〕 〔945〕

C．S．L． 1．6 1．1

C．G．S．I． 1，1 O．5

その他 3．0 4．0

うちU，C－T一 ’
0．2

（企業別労働組合総数） （11，7η5）（35，216）

資料出所　文献6　1981年第3号　156べ一ジ。

注　小数点以下四捨五入の関係で、表中の割合の合計1t

　必ずLも100にならたい。

多
様
性
の

実
態
と

特
徴

五八七とが比　’最．第2表企業委員会委員立候補者の所属
九・二い相べしも　　別得票及ぴ委員当選数の割合
・八年う対るか大
O％に’的としき
％（お企に’’な
（うい業減得こ存
同ちて別小票の在
三C’労し率よでCGT－G五働’’うあ
・Tナ組F当なる
二四シ合O選七こFO％四ヨの’委八と
）・ナ消C員年に
で一ル長G数の変
あ％セとCの状り
つ×／同な割況はCGSl
ち当タ醤芸言㍗…
蓋缶墳豪1デ㌶合
　数票み増丁の
　割率ら加の緒
　合はれす地果
　は七るる位と

（1978年）　　　　　（％）

所　属 得票　　委員
計 100．0　100．0（37．4）

C．G．T． 38，5　29一ア（48．5）

C．F．p・T・ 20，4　15．7（48．6）

F．O． 10．0　　7．6（49．3）

C．G．C． 6．6　　6．0（40．7）

C．F．T．C． 2．7　　2．2（45．7）

C．F．T． 1．6　　0．4（146．0）

C．G．S．1． 0．0　0．O（25．O）

U．C．T、 O．1　0．1（3ア。0）

その他の組合 3．5　　3．6（35．6）

非組合加入 16，3　34．i（1ア。9）

資料出所　文献6　1971年第1号298＾2”ぺ一ジ。

注　1〕かっこ内は、当選委員1人当たり得票数。　。

　2）小数点以下四捨五入の関係で．表中の割含

　　の合酎は必ずLも100にならたい。
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（45）労働組合運動の多様性

　
前
章
で
み
た
よ
う
な
、
最
近
一
〇
年
間
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
企

業
内
の
労
働
組
合
及
ぴ
関
連
組
織
の
勢
カ
の
消
長
に
は
、
産
業
、

就
業
構
造
の
変
化
、
成
長
率
、
雇
用
失
業
情
勢
の
変
化
な
ど
、
構

造
面
、
景
気
変
動
面
に
わ
た
る
種
々
の
要
因
が
作
用
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
企
業
外
的
要
因
と
な
ら
ん
で
、
企
業
段

階
に
お
い
て
発
達
を
み
せ
て
い
る
労
働
組
合
の
指
導
者
、
一
般
労

働
者
が
、
企
業
内
活
動
の
基
盤
で
あ
る
一
九
六
八
年
法
の
成
立
を

受
け
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
や
行
動
基
準
を
も
っ
て
い
た
か
と

い
う
企
業
内
的
要
因
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
　
　
一

　
　
　
　
　
　
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

　
以
下
、
ア
ダ
ム
等
及
ぴ
エ
ル
ベ
ス
・
ス
ガ
ン
が
企
業
別
組
合
役

員
等
を
対
象
と
し
て
把
握
し
た
意
識
調
査
の
公
表
デ
ー
タ
か
ら
、

筆
者
が
再
集
計
、
整
理
し
た
結
果
を
中
心
に
、
企
業
別
労
働
組
合

役
員
、
一
般
労
働
者
の
労
働
組
合
運
動
の
多
様
性
に
関
す
る
い
く

っ
か
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

　
（
一
）
組
織
の
特
性

．
企
業
別
労
働
組
合
の
役
員
を
は
じ
め
、
一
般
労
働
者
の
多
く
は
、

企
業
別
労
働
細
合
、
企
業
委
員
会
な
ど
、
企
業
段
階
に
お
い
て
労

働
者
を
代
表
す
る
組
織
に
つ
い
て
あ
石
程
度
柔
軟
な
考
え
方
、
態

度
を
示
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
、

　
そ
の
特
徴
の
第
一
は
、
企
業
別
労
働
組
合
運
動
の
直
接
の
に
な
．

い
手
で
あ
る
組
合
役
員
、
一
般
組
合
員
の
周
辺
に
、
非
組
合
員
で

あ
り
な
が
ら
、
組
合
活
動
を
支
持
す
る
労
働
者
が
広
範
に
存
在
す

る
こ
と
で
あ
る
。
ア
ダ
ム
等
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
調
査
対
象

労
働
者
の
う
ち
労
働
組
合
貝
の
割
合
は
二
八
・
八
％
で
あ
る
が
、

企
業
委
員
会
の
委
員
選
挙
に
当
た
っ
て
は
、
企
業
の
労
働
者
の
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

四
．
七
％
が
労
働
組
合
の
推
薦
す
る
候
補
者
に
投
票
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
は
、
第
二
表
の
結
果
と
極
め
て
近
い
水
準
に
あ
り
、
労

働
組
合
員
と
同
数
以
上
の
非
労
働
組
合
員
が
、
一
定
の
問
題
に
つ

い
て
は
労
働
組
含
の
活
動
に
理
解
を
示
す
か
支
持
を
行
う
か
す
る

と
い
う
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

　
そ
の
第
二
は
、
こ
の
よ
う
な
理
解
、
支
持
の
行
動
が
、
各
労
働

組
合
組
織
を
横
断
し
て
ゆ
る
や
か
で
可
変
的
な
構
造
を
有
し
て
い

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
労
働
組
合
員
は
、
企
業
委
員
会
の
委
員
選

出
投
票
に
当
た
っ
て
必
ず
し
も
自
己
の
所
属
す
る
組
合
の
推
薦
候

補
者
に
投
票
せ
ず
、
他
の
組
合
の
組
合
の
推
薦
候
補
者
や
、
非
組

合
員
候
補
者
に
投
票
す
る
と
い
う
行
動
を
と
っ
て
お
り
、
し
－
か
も

そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
労
働
組
合
別
に
み
て
、
そ
の
行
動
に
は
、
と
く

に
C
G
T
，
C
F
D
T
グ
ル
ー
プ
と
F
O
と
の
間
に
お
い
て
大
き

な
ち
が
い
が
あ
る
（
第
－
図
）
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
ち
が
い
は
、

365



一橋諭叢 第八十九巻 第三号　（46）

第1図 企業委員会選挙における
組織閥の投票流動状況

20　　　　40　　　　60　　　　80　　　　1　0

（他組織からの投票吸引率）

賢料出所　文献1137，1糾べ＿ジ。

注　縦輔は。各組合員（又は非組合員、以下同じ〕

　　が、同一組合貝出身候補に投票した率。極軸

　　は、他の組合負の投票中から吸引Lた率o

＾
自
己
組
織
の
得
票
率
）

そ
れ
ぞ
れ
の
労
働
組
合
推
薦
候
補
者
又
は
非
組
合
員
侯
補
者
が
、

ど
の
程
度
他
の
組
合
に
所
属
す
る
労
働
者
又
は
非
組
合
員
労
働
音

を
誘
引
で
き
る
か
と
い
う
点
か
ら
み
て
も
同
様
で
あ
る
。

　
ゆ
る
や
か
で
可
変
的
な
構
造
は
、
個
別
労
働
者
の
、
現
在
及
ぴ

過
去
に
お
け
る
労
働
組
合
へ
の
所
属
状
況
に
も
認
め
ら
れ
る
。
労

働
組
合
員
の
う
ち
、
過
去
に
他
の
労
働
組
合
に
加
入
し
て
い
た
も

の
は
一
三
・
七
％
、
過
去
と
現
在
と
同
一
組
織
に
属
し
て
い
る
も

の
の
、
そ
の
間
に
い
っ
た
ん
組
織
を
離
れ
た
離
脱
歴
が
あ
る
者
が

一
・
一
％
、
ま
た
、
現
在
非
組
合
員
で
あ
る
が
、
過
去
に
組
合
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
）

で
あ
っ
、
た
も
の
は
三
五
・
四
％
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

な
時
間
変
化
と
可
変
性
の
関
係
は
、
C
G
T
と
、
他
の
労
働
組
合

グ
ル
ー
プ
と
の
間
で
対
照
的
な
動
き
を
示
し
て
お
り
、
C
G
T
か

ら
他
の
組
合
、
非
組
合
員
へ
流
出
超
過
と
な
っ
て
い
る
。

・
（
二
）
労
働
組
合
活
動
へ
の
参
加
意
識

　
労
働
組
合
員
が
、
加
盟
組
合
の
役
員
は
ど
の
よ
う
な
目
的
を
目

指
し
て
活
動
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
を
、
エ
ル
ベ
ス
・

ス
ガ
ン
の
調
査
縞
果
に
よ
っ
て
み
る
と
、
「
労
働
者
の
利
益
の
維

持
、
向
上
」
が
四
三
・
五
％
（
無
回
答
を
除
い
た
回
答
総
数
に
対

す
る
比
率
は
五
三
・
七
％
）
、
「
社
会
の
変
革
」
が
三
七
・
五
％

（
同
四
六
・
三
％
）
、
「
回
答
な
し
」
が
一
九
・
O
％
と
な
っ
て
い

＾
u
）る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て

は
、
「
直
接
的
行
動
を
組
織
す
る
こ
と
」
が
三
八
・
三
％
（
無
回

答
を
除
い
た
回
答
総
数
に
対
す
る
比
率
は
六
五
・
四
％
）
、
「
労
働

者
を
教
育
す
る
こ
と
」
が
二
〇
・
三
％
（
同
三
四
・
六
％
）
、
「
回

答
な
し
」
が
四
一
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
員
が
、
労
働
組
合
運
動
の
ど
の
よ

う
な
点
に
魅
カ
を
感
じ
て
い
る
か
を
み
る
と
、
「
組
合
が
目
標
と

し
て
掲
げ
て
い
る
新
た
な
社
会
像
」
が
三
八
・
七
％
、
「
組
合
の

社
会
的
経
済
的
行
動
目
標
」
．
が
二
一
・
四
％
、
「
連
帯
感
を
抱
け

る
組
織
に
自
分
が
加
入
し
て
い
る
と
い
う
事
実
」
が
二
一
・
三
％
、
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（47）　労働組合運動の多様性

「
組
合
の
日
常
活
動
の
効
率
性
」
が
一
七
・
五
％
、
「
回
答
な
し
」

が
一
・
○
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
労
働
組
合
運
動
へ
の
参
加
意
識
を
通
じ
て
、
労
働

者
一
般
に
現
実
の
労
働
条
件
の
維
持
、
向
上
よ
り
、
む
し
ろ
社
会

　　第3表　所属労働組合別企業別組合活動等の経験1〕

（各項目について・「した」・rしない」，・無回答・の計一…）（。〕

れ

ま

で

の

組

合

活

動

れ

ま

で

の

組

合

役

職

等

経

験

　　項　　　　目

ピラ貼り

組合費徴収

ストライキのヒ■ケヅ

ティングに参加

交渉団に参加

した

しない

した

しない

した

しない

した

しない

組合費徴収員

情報宣伝員

従業者代表委員里〕

企業委員会委員

組合代表

その他の役職

した

しない

した

しない

した

しない

した

しない

した

しない

した

しない

C．G，T．

　17

82

31

68

48

51

3ア

63

C．F．D．T．

　12

　88

　42

　58

　47

　53

　32

　68

F．O．

19

81

23

η

38

62

31

69

18

81

16

83

21

78

13

86

15

83

8
91

30

70

19

81

25

75

16

84

14

84

9
88

19

η

8
88

ユ9

81

19

η

15

81

12

85

資料出所　文献1ユ3アー138ぺ一ジ。

注ユ）無回答の表示は省略。2）19価年9月30目のアレテ。後に労働法典L第420

　の1条以下に獺纂。

の
変
革
を
目
指
す
も
の
の
割
合
が
犬
き
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、

組
合
活
動
へ
の
具
体
的
な
参
加
状
況
を
み
る
と
、
各
労
働
者
に
一

律
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
例
え
ぱ
、
労
働
組
合
参
加
の
具
体
的
表
れ
で
あ
る
組
合
費
の
納

入
状
況
に
つ
い
て
み
る
と
、
す
ぺ
て

の
労
働
者
が
所
定
の
組
合
費
を
全
額

納
入
し
て
は
い
な
い
。

　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
組
合
費
の
納

入
は
、
労
働
者
が
証
紙
を
組
合
か
ら

一
定
額
で
購
入
し
、
こ
れ
に
毎
月
、

所
定
の
額
の
証
票
を
購
入
、
貼
布
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
が
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
2
）

般
で
あ
り
、
C
G
T
の
場
合
、
規
約

に
よ
り
年
間
一
〇
力
月
分
以
上
の
証

票
を
購
入
し
た
者
を
、
組
合
員
数
と

し
て
記
録
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

主
要
組
含
別
に
、
こ
の
よ
う
な
証
票

の
購
入
状
況
を
み
る
と
、
C
G
T
，

C
F
D
T
，
F
O
を
通
じ
て
一
〇
力

月
以
上
の
納
入
を
行
っ
た
者
は
五
四
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一橋論叢 第八十九巻 第三号　（48）

～
六
六
％
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
、
回
答
し
な
か
っ
た
者
が
九
～
一
五

　
　
　
言
〕

％
で
あ
っ
た
。

　
組
合
費
納
入
以
外
の
呉
体
的
組
合
参
加
状
況
を
み
て
も
、
ス
ト

ラ
イ
キ
の
際
の
ビ
ケ
ヅ
テ
ィ
ン
グ
、
労
使
交
渉
の
席
な
ど
へ
の
参

加
は
三
～
五
割
の
組
合
員
が
経
験
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ポ
ス
タ

ー
の
掲
示
な
ど
日
常
活
動
に
た
ず
さ
わ
る
者
は
、
二
割
に
満
た
な

い
（
第
3
表
）
。
さ
ら
に
、
組
合
の
中
で
、
各
労
働
者
が
こ
れ
ま

で
に
ど
の
よ
う
な
役
職
を
経
験
し
て
き
た
か
を
み
て
も
、
そ
れ
ほ

ど
高
い
比
率
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
非
組
合
員
の
う
ち
、
ス
ト

ラ
ィ
キ
の
際
ピ
ケ
ヅ
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
た
経
験
を
有
す
る
者
が

二
二
％
存
在
す
る
こ
と
は
、
前
節
で
指
摘
し
た
事
柄
に
関
連
す
る

動
き
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
組
合
集
会
へ
の
参
加
状
況
を
み
る
と
、
組
合
員
の

約
六
割
が
、
最
近
半
年
以
内
に
一
度
以
上
出
席
し
た
経
験
が
あ
る

が
、
残
り
は
半
年
以
上
参
加
し
て
お
ら
ず
、
全
然
参
加
し
た
こ
と

の
な
い
者
も
二
割
程
度
い
た
。

　
（
三
）
労
働
組
合
組
織
に
対
す
る
認
識

　
労
働
組
合
組
織
が
、
個
別
労
働
者
の
利
益
を
維
持
、
発
展
さ
せ

る
う
え
で
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
み
る
と
、
一

　
　
　
　
　
　
　
蔓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

般
労
働
者
の
五
七
％
は
、
「
き
わ
め
て
よ
く
機
能
し
て
し
る
」

「
あ
る
程
度
機
能
し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
が
、
「
あ
ま
り
機
能
し

て
い
な
い
」
、
「
全
然
機
能
し
て
い
な
い
」
と
す
る
も
の
も
三
二
％

あ
っ
た
（
回
答
な
し
が
一
一
％
）
。

　
こ
れ
を
、
労
働
者
の
組
合
加
入
有
無
別
に
み
る
と
、
C
G
T
加

入
者
の
場
合
、
「
き
わ
め
て
よ
く
…
…
」
と
「
あ
る
程
度
、
」

と
す
る
も
の
が
九
二
％
、
「
あ
ま
り
：
－
－
」
と
「
全
然
、
」
と

す
る
も
の
が
七
％
と
な
っ
て
い
る
（
無
回
答
が
一
％
）
。
ま
た
、

C
F
D
T
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
二
％
■
・
一
六
％
（
無
回
答
二

％
）
、
F
O
の
場
合
は
八
○
％
、
二
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
非
組
合
員
は
、
「
き
わ
め
て
よ
く
、
」
と
「
あ

る
程
度
－
－
」
と
す
る
も
の
が
四
三
％
、
「
あ
ま
り
、
」
と
「
全

然
－
…
」
と
す
る
も
の
が
四
一
％
と
、
ほ
ぼ
同
水
準
と
な
っ
て
い

る
（
無
回
答
が
一
五
％
）
。

　
ま
た
、
組
含
役
貝
の
日
常
活
動
に
対
す
る
判
断
と
し
て
、
一
般

労
働
者
の
八
O
％
は
、
「
献
身
的
に
よ
く
や
っ
て
い
る
」
と
し
て

い
る
（
「
よ
く
や
っ
て
い
る
と
は
恩
わ
な
い
」
が
二
二
％
、
無
回

答
は
八
％
）
。
こ
れ
を
労
働
者
の
組
含
加
入
有
無
別
に
み
る
と
、

C
G
T
，
C
F
D
T
，
F
O
の
三
組
合
加
入
者
の
い
ず
れ
も
、
九

割
を
こ
え
る
者
が
「
よ
く
や
っ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
ほ
か
、
非

組
合
員
も
そ
の
七
四
％
が
、
「
よ
く
や
っ
て
い
る
」
と
認
め
て
い

368



る
（
「
よ
く
や
っ
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
」
が
ニ
ハ
％
、
無
回
答

が
二
％
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
非
組
含
員
の
多
く
及
ぴ
組
合
員
の
一
部
に
み
ら
れ

る
こ
の
よ
う
な
組
合
組
織
へ
の
批
判
は
、
且
ハ
体
的
に
は
、
ど
の
よ

う
な
点
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
エ
ル
ベ
ス
・
ス
ガ

ン
の
調
査
に
よ
る
と
、
「
組
合
員
自
身
が
組
合
運
動
に
多
く
を
期

待
し
て
い
な
い
か
ら
」
三
四
・
三
％
、
「
組
合
役
員
の
能
力
開
発

が
不
十
分
だ
か
ら
」
二
八
．
五
％
、
「
組
合
組
織
内
部
で
権
限
委

譲
が
十
分
行
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
」
二
二
・
九
％
、
「
組
合
に
専

門
家
が
い
な
い
か
ら
」
八
・
五
％
、
「
組
合
に
長
期
展
望
が
な
い

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歪
〕

カ
ら
」
四
．
七
％
、
無
回
答
一
〇
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
の
よ
う
な
指
摘
に
関
連
し
て
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
組
合

（49）　労働組合運動の多様性
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役
員
の
多
く
が
、
組
合
員
、
一
般
労
働
者
と
の
意
思
疎
通
を
さ
ら

に
は
か
る
べ
き
こ
と
、
討
議
、
決
定
な
ど
へ
の
参
加
を
促
進
さ
せ

る
べ
き
こ
と
、
企
業
段
階
組
合
役
員
に
は
よ
り
人
間
的
魅
カ
が
必

要
な
こ
と
、
上
都
組
合
役
貞
に
は
、
よ
り
専
門
知
識
、
技
術
が
必

要
な
こ
と
、
な
ど
を
感
じ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
組
織
の
抱
え
る
間
題
の
ほ

か
に
、
各
組
織
の
間
に
対
立
感
、
不
信
感
が
存
在
す
る
点
も
見
逃

せ
な
い
。
ア
ダ
ム
等
は
、
近
代
的
、
カ
強
さ
、
責
任
感
、
民
主
的

な
ど
プ
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
有
す
る
形
容
詞
と
、
官
僚
的
、
事
務

的
、
無
責
任
、
政
党
化
な
ど
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
有
す
る
形

容
詞
合
計
十
二
を
労
働
者
に
提
示
し
、
C
G
T
，
C
F
D
T
，
F

○
の
三
ナ
シ
目
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
被
調
査
者
が
最
も
あ
て

は
ま
る
と
思
う
も
の
二
つ
を
あ
げ
さ
せ
た
が
、
そ
の
結
果
を
、
組

合
加
入
回
答
者
に
つ
い
て
、
そ
の
所
属
組
含
別
に
ク
ロ
ス
集
計
す

る
と
、
プ
ラ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
自
已
の
所
属
す
る
組
織

に
高
い
ス
コ
ア
を
与
え
る
と
同
時
に
、
マ
イ
ナ
ス
．
イ
メ
ー
ジ
に

つ
い
て
は
、
他
の
組
織
に
高
い
ス
コ
ア
を
与
え
よ
う
と
す
る
傾
向

が
み
ら
れ
る
（
第
4
表
）
。

　
（
四
）
労
働
組
合
運
動
に
対
す
る
認
識

　
労
働
組
合
運
動
の
方
向
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
揚
合
、
単
に
企
業
段

階
に
お
け
る
具
体
的
労
働
条
件
の
維
持
、
向
上
の
み
に
向
け
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
自
主
管
理
、
産
業
、
企
業
の
国
有
化
な
ど
、

現
在
の
制
度
“
仕
組
み
に
何
等
か
の
変
更
を
生
じ
さ
せ
よ
う
と
す

る
動
き
を
合
ん
で
い
る
。
ア
ダ
ム
等
が
、
自
己
の
勤
務
す
る
企
業

の
経
営
形
態
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
労
働
者
が
ど
の
よ
う
な
考
え

方
を
し
て
い
る
か
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
「
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
」

四
六
％
に
対
し
、
「
全
従
業
員
に
よ
る
管
理
」
二
一
％
、
「
国
営
」

一
六
％
、
「
組
合
に
よ
る
管
理
」
一
一
％
と
、
現
状
か
ら
の
変
更

を
主
張
す
る
も
の
が
合
計
四
八
％
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
6
）

な
動
き
の
背
景
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
ま
ず
、
企
業
段
階
に
お
け
る
労
働
条
件
関
連
の
動
き
か
ら
み
て

み
よ
う
。
労
働
者
の
発
言
カ
が
今
後
さ
ら
に
増
加
す
べ
き
事
項
と

し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、
賃
金
、
労
働
時
間
、
利
潤
分
配
な

ど
で
あ
り
、
次
い
で
、
採
用
・
解
雇
、
生
産
態
様
、
昇
進
な
ど
と

な
っ
て
お
り
、
組
合
別
に
み
る
と
、
C
G
T
，
C
F
D
T
が
賃
金
、

時
間
、
分
配
を
重
視
し
て
い
る
の
に
対
し
、
F
O
も
同
様
の
傾
向

を
示
し
て
い
る
も
の
の
内
部
規
律
、
生
産
態
様
な
ど
へ
の
関
心
が

相
対
的
に
強
い
（
第
5
表
）
。

　
つ
ぎ
に
、
企
業
段
階
で
決
定
し
得
る
労
働
条
件
等
の
枠
を
超
え

た
問
題
に
つ
い
て
、
労
働
者
、
組
合
は
ど
の
よ
う
な
活
動
方
向
を
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（51）　労働組合運動の多様性

目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
を
み
る
と
、
組
合
自
身
に

よ
る
活
動
の
必
要
を
認
め
つ
つ
も
、
組
合
の
み
の
活
動
で
は
目
標

の
実
現
に
限
界
が
あ
り
、
政
治
的
勢
カ
と
の
連
携
又
は
そ
の
助
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
）

が
必
要
で
あ
る
と
す
る
も
の
が
多
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
、
企
業
の
内
外
に
わ
た
る
組
合
の
目
標
を
実
現

第5表　労働者が企業内でさらに発言力を増したい事項

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％〕

事 項 1・・・・… F．O． 非組合員

採 用 38 32 31 30

解 雇 23 19 11 17

生産態様 19 24 24 18

昇 進 12 16 12 16

投 資 13 11 12 9
利潤分配 38 42 35 39

要員配置 12 27 2ア 25

内部規葎 9 12 30 18

賃 金 70 61 54 6ア

労働時間 55 42 47 46

無回答 4 11 12 7
■

資料出所　文猷1　174－5ぺ一ジ。

注　回答者は表中の項目のうち，巫要と思うもの三つを選んで回答しているの

　　で，比率の合計は100を趨える。

し
て
い
く
う
え
で
の
強
カ
な
手
段
と
目
さ
れ
て
い
る
ス
ト
ラ
イ
キ

に
つ
い
て
、
労
働
者
の
考
え
方
を
探
る
と
、
「
短
期
間
の
作
業
停

止
を
頻
繁
に
繰
返
す
」
（
三
〇
％
）
よ
り
は
、
「
目
標
実
現
ま
で
継

続
し
て
行
う
」
べ
き
で
あ
る
（
四
二
％
）
と
す
る
も
の
が
多
い

（
無
回
答
が
二
八
％
）
。
ま
た
、
「
企
業
段
階
の
個
別
間
題
に
関
し

て
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
る
」
（
コ
ニ
％
）
よ
り
、
「
地
域
、
全
国
段
階

で
行
う
ス
ト
ラ
イ
キ
」
（
五
一
％
）
の
方
が
、
よ
り
効
果
的
で
あ

る
と
し
て
い
る
（
無
回
答
一
八
％
）
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
傾

向
は
、
F
O
加
入
労
働
者
が
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
段
階
に
つ
い
て
示

し
て
い
る
態
度
を
唯
一
の
例
外
と
し
て
、
各
組
合
員
、
非
組
含
員

に
等
し
く
当
て
は
ま
る
（
第
6
表
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
組
合
役
員
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
決
行
の
決
断
が
、
ど

の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
一
般
労
働
者
に
支
持
さ
れ
得
る
と
考
え

て
い
る
か
を
み
る
と
、
「
ス
ト
ラ
イ
キ
実
行
の
具
体
的
方
法
」
に

よ
る
と
す
る
も
の
が
三
二
・
四
％
、
「
盛
り
上
り
」
を
み
て
と
す

る
も
の
が
二
五
・
八
％
、
「
世
間
の
情
勢
」
に
よ
る
と
す
る
も
の

が
二
三
．
三
％
、
「
そ
の
他
の
状
況
」
に
よ
る
と
す
る
も
の
が
一

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
呂
〕

八
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
組
合
運
動
の
指
向
が
、
以
上
の
よ
う
な
、
企
業
内
決
定
の
枠
を

こ
え
る
問
瘤
や
、
地
域
、
全
国
段
階
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
相
当
程
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（％〕第6表 労働者が効果的と考えるストライキめ長さと段階

C．G　T． 33 53 14 33 59 8

C．F，D．T． 30 52 18 25 6ア 9
F．O． 23 58 19 54 42 4

非組合員 29 37 33 29 49 22

賀料出所　文献1 18アページ血

第7表 組合運動と政治活動の関連 （％〕

組合運動が政治 1組合は政党と共通の I組合は政治活動を
回答者の

活動化している 活動目標を有する せざるを得ない

どちらかどちらか無 どちらかどちらか無 どちらかどちらか無
所属組織 というとというと 回 というとというと 回 というと というと 回

賛成 反対 答 賛成 反対 答 賛成 反対 答

C．G．T． 34 61 4 73 20 ア 43 49 8
C．F．D．T． 47 4ア 5 65 26 9 33 56 11

F．O． 58 38 4 46 46 8 23 65 12

非組合員 60 28 12 56 30 14 30 59 10

費料出所 文献1 ユ59ぺ一ジ

度
あ
る
と
す
る
と
、
当
然
、
組
合
運
動
と
政
治
運
動
が
ど
の
よ

う
な
か
か
わ
り
方
を
し
て
い
る
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

　
組
合
組
繊
別
に
み
る
と
、
C
G
T
加
入
労
働
者
は
、
政
党
と

組
合
が
共
通
の
活
動
目
標
を
有
す
る
こ
と
に
肯
定
的
で
あ
る
一

方
、
組
合
運
動
が
政
治
活
動
化
し
て
い
る
と
す
る
見
方
に
は
否

定
的
で
あ
る
が
、
F
O
な
ど
で
は
、
こ
れ
と
対
照
的
な
判
断
を

し
て
い
る
（
第
7
表
）
。

　
ま
た
、
労
働
者
の
支
持
す
る
政
党
別
に
み
る
と
、
C
G
T
と

F
O
等
と
の
関
係
は
、
ほ
ぽ
、
左
翼
、
革
新
勢
カ
と
、
右
翼
、

保
守
勢
カ
と
の
間
の
関
係
に
当
て
は
ま
る
。

三
　
要
約
と
作
業
課
題

　
以
上
、
最
近
一
〇
年
間
の
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
組
合
運
動
を
通

じ
、
企
業
段
階
を
中
心
と
す
る
労
働
組
合
組
織
、
企
業
委
員
会

な
ど
、
労
働
者
の
活
動
の
場
が
拡
大
さ
れ
る
過
程
で
、
組
合
や

そ
れ
を
構
成
す
る
労
働
者
の
労
働
運
動
に
、
い
ち
じ
る
し
い
多

様
性
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
ら
は
、

　
①
組
合
は
、
組
合
員
の
他
に
も
、
企
業
委
員
会
委
員
選
出
な

　
ど
に
当
た
っ
て
組
合
推
薦
候
補
者
に
投
票
す
る
な
ど
の
非
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（53）　労働組合運動の多様性

　
　
組
合
員
の
潜
在
的
支
持
を
広
範
に
受
け
て
い
る
こ
と
、

　
②
し
か
し
、
右
の
支
持
は
流
動
的
で
あ
る
こ
と
、

　
⑧
ま
た
、
組
合
員
で
あ
っ
て
も
、
組
合
活
動
に
対
す
る
参
加
率

　
　
が
必
ず
し
も
高
く
な
い
一
方
、
非
組
合
員
が
ス
ト
一
フ
イ
キ
・

　
　
ビ
ヶ
ヅ
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
す
る
な
ど
の
動
き
が
み
ら
れ
る
こ

　
　
と
、

　
④
組
合
運
動
の
目
標
と
し
て
、
労
働
条
件
の
維
持
向
上
が
あ
げ

　
　
ら
れ
て
い
る
一
方
、
社
会
制
度
等
の
変
更
が
目
指
さ
れ
て
い

　
　
る
こ
と
、

　
⑤
そ
の
手
段
と
し
て
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
長
期
で
強
カ
な
方
が

　
　
よ
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

　
⑥
し
か
し
、
組
合
運
動
と
政
治
活
動
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
そ

　
　
の
望
ま
し
い
と
す
る
あ
り
方
に
関
し
て
種
々
の
考
え
方
が
あ

　
　
る
一
」
と
、

　
な
ど
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
諸
点
を
さ
ら
に
具
体
的
に
把
握
す
る
た

め
に
、
な
お
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
最

近
一
〇
年
間
に
お
け
る
労
働
者
意
識
の
変
化
を
、
ア
ダ
ム
等
の
作

業
に
接
続
で
き
る
手
法
で
と
ら
え
る
必
要
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

・
デ
ュ
ラ
ン
は
、
一
九
七
〇
年
代
初
め
単
位
労
働
組
合
の
役
員
約

一
、
一
〇
〇
名
を
対
象
と
し
た
調
査
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
組
合
運
動

に
関
し
て
、
①
職
業
中
心
的
運
動
、
②
経
済
利
益
運
動
、
③
階
級

運
動
、
④
職
能
利
益
運
動
、
⑤
労
使
交
渉
重
視
運
動
、
⑥
管
理
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
”
）

の
参
加
運
動
、
の
六
つ
の
枠
組
が
存
在
す
る
と
し
た
。
ま
た
、
エ

ル
ベ
ス
．
ス
ガ
ン
は
、
こ
の
枠
組
み
と
、
組
合
役
員
の
考
え
方
の

　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
0
〕

間
に
　
統
計
的
な
相
関
関
係
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
組
合
を
め
ぐ
る
経
済
社
会
な
ど

外
的
条
件
の
変
化
は
き
わ
め
て
大
き
く
、
組
合
役
員
等
の
世
代
交

替
が
進
む
な
ど
、
内
的
条
件
も
急
速
に
変
り
つ
つ
あ
る
。
本
稿
第

二
章
で
明
ら
か
に
し
た
多
様
性
吻
諸
側
面
は
、
さ
ら
に
新
し
い
デ

ー
タ
を
加
え
て
検
討
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
明
確
な
も
の

に
な
ろ
う
。

　
課
題
の
第
二
は
、
国
際
比
較
に
よ
る
各
国
の
多
様
性
の
諸
特
徴

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
多
様
性

の
種
々
の
実
態
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
組
合
活
動
に
固
有
の
も
の
な
の

か
、
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ァ
な
ど
い
わ
ゆ
る
ラ
テ
ン
系
諸
国
を
含
め

た
欧
米
各
国
に
も
存
在
す
る
も
の
な
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
多
様
性
の
定
量
化
、
定
性
化
は
よ
り
正
確
に
実
施
で
き
る

こ
と
と
な
ろ
う
。
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｛
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目
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Ω
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早
句
．
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芭
勺
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自
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o
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H
o
N
－
．

4
　
平
井
　
和
秀
「
労
使
関
係
と
労
働
争
議
」
一
橋
論
叢
　
第
八
十
五

　
巻
　
第
三
号
。

5
　
平
井
　
和
秀
「
』
・
D
レ
イ
ノ
ー
と
『
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
組
合
』

　
労
働
組
合
運
動
の
理
論
（
3
）
」
1
　
官
公
労
働
　
一
九
七
八
年

　
十
一
月
号
。

6
彗
自
華
榊
富
ま
蜆
＞
雰
ぎ
蜆
ω
o
o
邑
窪
曽
e
§
専
§
ミ
ぎ
き
吻

　
』
さ
寺
ε
い
§
ざ
“
8
．

7
　
旨
巨
尿
箒
昂
o
窪
＞
｛
巴
冨
岨
ω
o
g
巴
霊
H
s
ミ
塞
ミ
ミ
吻
ぎ
ま
帖
鳶
ミ
葛

　
吻
ミ
膏
ド
§
§
ミ
曳
、
．
向
§
楚
9
凧
昌
ま
o
目
岩
遣
．

　
　
注

（
1
）
　
文
献
4
、
四
〇
五
～
四
〇
八
ぺ
ー
ジ
。

（
2
）
　
文
献
6
、
　
一
九
八
一
年
第
三
号
、
一
五
一
ぺ
ー
ジ
。

（
3
）
　
一
九
六
八
年
二
一
月
二
七
日
の
法
偉
六
八
－
一
、
一
七
九
号
。

　
労
働
法
典
L
第
四
二
一
の
一
条
以
下
に
編
纂
。

（
4
）
　
8
冒
－
ま
O
，
9
ヰ
｛
ま
o
。
一
九
四
五
年
二
月
二
三
目
の
ア
レ

　
テ
に
基
づ
く
。
同
ア
レ
テ
は
、
後
に
労
働
法
典
L
第
四
三
一
の
一
条

　
以
下
に
編
纂
。

（
5
）
　
文
献
6
、
一
九
八
一
年
第
一
号
、
二
五
九
～
三
四
四
ぺ
ー
ジ
。

（
6
）
　
七
八
年
に
お
け
る
企
業
委
員
会
総
数
を
示
す
統
計
資
料
を
入
手

　
し
得
な
か
っ
た
が
、
同
委
員
会
の
選
挙
は
二
年
に
一
回
行
う
ぺ
き
こ

　
と
と
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
考
え
る
と
、
総
数
は
少
く
と
も
二
万
四
、

　
O
O
○
を
超
え
三
万
台
と
推
定
さ
れ
る
。
文
献
7
、
四
ニ
ニ
ペ
ー
ジ

　
に
示
さ
れ
た
一
九
七
五
年
に
関
す
る
数
字
に
よ
る
と
、
同
委
員
会
設

　
置
対
象
企
業
数
二
万
九
、
六
九
八
の
う
ち
、
設
置
ず
み
委
員
会
数
は

　
二
万
一
、
五
六
七
（
七
二
・
六
％
）
で
あ
っ
た
。

　
　
以
下
、
本
稿
で
七
八
年
の
結
果
に
つ
い
て
記
述
す
る
場
合
は
、
集

　
計
対
象
委
員
会
数
（
一
万
二
、
四
〇
五
）
に
関
す
る
数
字
で
あ
る
。

　
ま
た
、
委
員
会
の
選
拳
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
度
重
な
る
改
正
が
行

　
わ
れ
て
い
る
た
め
、
時
系
列
変
動
の
厳
密
な
比
較
を
行
う
に
は
、
各

　
年
の
結
果
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
各
労
働
組
合

　
組
織
の
相
互
の
勢
カ
関
係
に
つ
い
て
一
応
の
目
安
を
求
め
る
こ
と
を

　
目
的
と
す
る
比
較
に
と
ど
め
て
い
る
た
め
、
未
調
整
の
数
字
を
用
い

　
て
い
る
。

（
7
）
　
文
献
1
．
G
・
ア
ダ
ム
等
が
、
一
九
六
八
年
五
月
の
社
会
危
機

　
後
、
多
く
の
労
働
立
法
や
、
労
働
憤
行
の
変
化
が
生
じ
る
過
程
で
、

　
労
働
着
の
杜
会
、
政
治
意
識
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
実
施
し
た
面
接

　
調
査
。
調
査
及
ぴ
築
計
時
点
は
一
九
六
九
～
七
〇
年
。
　
一
九
六
二
年

　
国
勢
調
査
を
母
築
団
と
し
、
フ
ラ
ン
ス
全
国
か
ら
一
定
の
方
法
で
抽

　
出
し
た
労
働
者
一
、
一
一
六
名
に
、
国
立
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
C

　
N
R
S
）
の
調
査
員
が
面
接
し
、
一
般
質
間
項
目
六
〇
及
ぴ
被
調
査

　
者
の
属
性
に
関
す
る
質
問
項
目
ニ
ニ
に
対
す
る
回
答
並
ぴ
に
そ
の
分
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析
を
ま
と
め
た
も
の
。

（
8
）
　
文
献
3
。
ア
ダ
ム
等
と
ほ
ぱ
同
様
の
目
的
、
手
法
の
も
と
に
、

　
労
働
組
合
活
動
に
従
事
し
て
い
る
労
働
者
一
、
〇
七
三
名
を
対
象
と

　
し
て
一
九
六
九
年
に
実
施
さ
れ
た
調
査
分
析
。

（
9
）
　
文
献
1
。
二
一
二
ぺ
ー
ジ
の
デ
ー
タ
か
ら
、
組
合
出
身
候
補
者

　
の
得
票
を
、
棄
権
と
投
稟
先
に
つ
い
て
の
無
回
答
を
除
い
た
投
票
数

　
で
除
し
て
算
出
。

（
m
）
　
文
猷
1
。
　
ニ
ニ
七
べ
ー
ジ
の
デ
ー
タ
（
比
率
）
を
、
二
一
二
ぺ

　
ー
ジ
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
実
数
化
し
た
も
の
に
基
い
て
算
出
。

（
1
1
）
　
文
献
3
。
　
一
五
五
ぺ
ー
ジ
以
下
。

（
1
2
）

（
1
3
）

（
M
）

（
∬
）

（
1
6
）

．
（
〃
）

（
1
8
）

（
1
9
）

（
2
0
）

C
G
T

文
献
ユ
。

文
献
1
。

文
献
3
。

文
献
1
。

文
献
3
。

文
献
3
。

文
献
5
。

文
献
3
。

規
約
第
九
条
。

ニ
ニ
七
ぺ
－
ジ
。

一
五
五
ぺ
ー
ジ
。

一
五
六
～
七
ぺ
ー
ジ
。

一
七
一
ぺ
ー
ジ
。

一
五
八
ぺ
ー
ジ
。

一
五
三
べ
ー
ジ
。

一
四
＝
一
七
べ
ー
ジ
及
ぴ
文
献
。

一
⊥
ハ
　
ー
　
ぺ
　
1
“
ソ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
犬
挙
講
師
）

（55）労働組合運動の多様性
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